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報道機関 各位 

国立大学法人電気通信大学 
 

電気通信大学と工学院大学附属中学校・高等学校が 

中高大接続で連携協定を締結 
 

 

国立大学法人電気通信大学（以下「本学」、学長：田野俊一、所在地：東京都調布市）と工学院

大学附属中学校・高等学校（以下「工学院大学附属中高」、校長：中野由章、所在地：東京都八王

子市）は、それぞれの教育研究活動の充実・発展に資するため 2021 年 10 月 29 日付で協定を締結

しました。12月 17日には電気通信大学において協定締結記念式が行われ、田野俊一学長と中野由

章校長が出席し、協定書の取り交わしを行いました。 

 

 
中野校長（左）と田野学長（右） 

 

 

 本協定は、「挑戦・創造・貢献」を校訓に、生徒の ICT 教育、グローバル教育および理数教育を

先導する工学院大学附属中高と連携し、工学院大学附属中高の生徒の「情報・理工学分野」への知

的好奇心を育むとともに、本学が得意とする数理・データサイエンス・AI への関心を高め、独創

性、創造力、問題解決力を備えたグローバルに活躍する将来の有為なイノベーション人材を育成す

ることを目的としています。また、本学では、工学院大学附属中高の教育の現場を知り、現状を理

解することで、中高大連携の推進、教育やカリキュラムなどの改革に役立てます。 

 



 

具体的には、工学院大学附属中高の教諭を本学のアドミッションセンターの特任准教授としてク

ロスアポイントメントにより迎え、新たな中高大連携の企画を開始しました。その第一弾として、

従来の大学教員による出張講義に加え、世代が近い大学院生が研究内容および体験について講演

し、情報・理工学分野の学びをより身近に感じてもらう「大学院生によるオンライン出張講義」を

行いました。今後も、教育研究に関する情報交換及び交流、工学院大学附属中高の生徒と本学の学

生との交流などを行うとともに、双方の強みを活かした魅力ある企画を立案いたします。 

 

 

【国立大学方法人電気通信大学 概要】 

通信・IoT技術、AI技術、サイバーセキュリティ技術、ロボット・計測技術、光・量子技術など、

情報と理工学の基礎から応用、さらには異分野融合技術まで、 広範な分野での教育・研究を行っ

ています。Society 5.0を、人間知・機械知・自然知の融合により新たな価値（進化知）を創造し

様々な課題を自律的に解決しながら発展し続ける「共創進化機能」を内包した 未来社会である「共

創進化スマート社会」と考え、その実現を推進する「共創進化スマート大学」を目指します。 

電気通信大学ウェブサイト：https://www.uec.ac.jp/ 

 

 

【工学院大学附属中学校・高等学校 概要】 

「21世紀型教育」の先駆けとして、双方向・課題解決型の授業、探求型のリベラルアーツ教育、

実践的な国際体験などを推進しています。「挑戦・創造・貢献」を教育の柱とし、AI・IoTのような

革新的な技術を駆使し、「THINK, MAKE, SHARE」で社会に貢献する人材の育成を目指します。 

工学院大学附属中学校・高等学校ウェブサイト：https://www.js.kogakuin.ac.jp/ 

 
 

【連絡先】 

＜報道に関すること＞ 

電気通信大学 総務企画課 広報係 

Tel： 042-443-5019  Fax： 042-443-5887 

E-Mail：kouhou-k@office.uec.ac.jp 


